
2 0 1 0牢､労しい串となりましたo各軍も豊巌L,Jlご撃顔の皆さんが､歳な=青とからだで過ご
ねが

せるようにと願っています｡

軍深み帯の撞議論基では､インフルエンザにかかった天は1叢､だけでした｡巻島やけがもなく莞長

に遠ごせた琴深みだったようで姿芯しましたoこれから架線弧こインフルエンザの試行執こ失ります

ので､みんなで与観していきましょう｡

挿うでんしょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UJF<

畳殿LJtのイ■シーアILエンザ情
ひと

今までにインフルエンザにかかった人は･

11月･-45人

12月･･･12人

1月-･6人

今までに､薪塾･縦のインフルエンザにかかったoj:は6 3笑
やすあねんせい

です0 4筆墨㌫圭が夢くかかっていますo休み明けから､ 3年生

の議匙著が適えてきました.

寒謀み赦すから､インフルエンザ(軌､を苔む)で笑篇するみなさんが轟えてきましたoうがい･

宇娩い.マスク.巌など､白等のからだにウイ′レスを入れないためにできることを誓えて写完し

ましょうo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

よぽうよぽう

ィンフル工ンザ予防のマメ晶頴　マスクってホントに予防できるの?

ィンフルエンザを防ぐには､ウイルスを櫛の帯に入れないようにすることが芙顎です｡もち､ろん

マスクをつけたからといってウイ′レスを吸いこむことを､莞墨に鼠ブるわけではありません｡しかし､
す

芙ごみの軍や瞥室の帯など､ある養護ウイルスを最いこむのを防ぐことはできますC

魁幽インフルエンザ鏑としてのマスクはガーゼ製のものではなく相克製のもの

が良いとされています｡禾L威希製と礼讃を点ったものではなく､遍巌自暴のくっつく程壁を勅崩し

て存った鴛ですoマスクは緩い轟てにしたほうがよいので､符鞍か鳥篭しておく窟壷がありますo

〔至牽璽〕

○マスクにさわるまえに手を　○プリ-Jy (ひだ)を広げて､　◎できるだけすきまができな　○ゴムひもで耳にしっかり固

謀うo　　　　　　　　　鼻､口､あごをあおう｡　　いように､金具部分を鼻に　定する｡

フィットさせるo

※プリーツ型のマスクは､金具部分を鼻の形に合わせて曲げてつかうo



まず嵩防塞を轟んで､里芋､誓筈に

注意してつけますoつけるときには､うらにあることに注意しながら､でき

るかぎり諒に竃等させることが芙萌です｡　　　　　　　　　　　㌔

マスクをはずす韓は､若者に露らないように注意して､つぎのようにおこないますo

〔至車重〕

○コムひもをもって､顔から　○ビニール執二入れて袋の口

はずす｡　　　　　　　　　　　をとじてすてる｡

てしヽここうりょ<

抵抗力を･つける インフルエンザな
かんせんしようよぽうせいかつ

どの感染症の予防には､ふだんの生活のしかたも

撃ですo｡㌘･轟きさら悪く駄恵だ&?､緒を
決まった時間にとること､運動をして体力をつける

ことは､からだを健康にたもつためにとっても実童で
けんこう

じゅうふん　すいみん　　　　　　　　　　　　rJんこう

すDまた､十分な睡眠をとることも､健康をたもつ
L>ゆうようき

ためには重要です.このようなことをふだんから気

をつけていれば､ L/ぜんと篇鷲に負けないからだをつ

J<ることになるのです｡

◎かならず手を洗う.


